
令和４年１１月定例教育委員会会議録

令和４年１１月３日 定例熊谷市教育委員会を大里生涯学習センター研修室

に招集する。

○ 出席者

野原 晃、加藤 道子、松島 佳代子、齋藤 洪太、大石 聡一

○ 出席事務局

教育次長 権田 宣行

教育総務課長 長谷川 和博

教育総務課 新井 知聡

保健健給食担当副参事

学校教育課長 爪川 由美子

社会教育課長 野村 和弘

社会教育課文化財保護・ 吉野 健

市史編さん担当副参事

教育総務課副課長 浅見 弘江

１１時２０分 １１月定例教育委員会開会

教育長から、令和４年１１月定例熊谷市教育委員会の開会の宣言があった。

教育長から、傍聴希望者がいないことの確認があった。

１０月定例教育委員会の会議録については、出席委員全員の承認を得た。

教育長が、本日の会議録の署名人に、加藤委員を指名した。

日程第１（報告第１１－１号）寄附申出について

教育総務課長から、ふるさと納税「熊谷教育の推進のため」として、９月１１日

から１０月１０日までに４件、計８万３千円の寄附申出があったとの報告があった。

また、市内在住の森村紀子様（作家森村誠一氏の故弟・森村三男氏の奥様）から、

森村誠一氏の写真、映画等のパンフレット、テレビ番組の台本、新聞記事のスクラ

ップ等を寄附いただいたとの報告があった。

日程第１（報告第１１－２号）１１月教育委員会行事予定について

教育総務課長から、次回１２月定例教育委員会は、１１月２５日に市役所３０３

会議室で開催する旨の説明があった。

また、１１月１０日、１１日前橋市で開催される令和４年度市町村教育委員会研

究協議会に、松島委員さんに参加いただく予定との報告がされた。



日程第１（報告第１１－３号）成田星宮小学校の校旗等について

学校教育課長から、成田星宮小学校の校旗については、濃紺色に決定したことが

報告された。式典用、校庭掲揚用、体育館掲示用ともに今年度中に制作し、また、新

校の設置に向けた県教育委員会への各種手続きについては、今年中に提出を予定して

いるとの説明があった。

日程第２（議案第２９号）学校給食費及び学校給食喫食日数の改定について

教育総務課保健給食担当副参事から、学校給食費を令和５年４月分から改定する旨

の説明があった。

まず、学校給食費改定の理由として、現行の学校給食費は、平成２６年４月以後の

改定がなく、現在、県内他市と比較して本市は低い設定となっている。

その間、食材の価格上昇にも、加工食品の規格変更や代替食材使用や献立の工夫な

どで対応してきたが、収束しない新型コロナウイルス感染症拡大やウクライナ情勢、

さらには円安という経済不安等から今後も更なる価格上昇が予想され、対応は限界に

来ている。

そこで、ＰＴＡ代表や校長会代表、学識経験者等から成る熊谷市学校給食費等検討

委員会を組織し、適正な給食費の金額について協議していただいた。

その結果、小学校で月額５５０円から６００円、中学校で月額６５０円から７００

円増額するとともに、小学校の喫食日数を２日増やすこととなった。

保護者の経済的負担は増えるが、理想的な給食を子供たちに提供するため御協力い

ただけるよう、理解を求めていく。（議案は原案どおり可決）

日程第２（議案第３０号）「熊谷市市史編さん大綱」の改定に係る熊谷市史編さん委

員会への諮問について

社会教育課文化財保護・市史編さん担当副参事から、『熊谷市史編さん大綱』は、

制定以降、４回の改定を経て現在に至る。現在この大綱の「市史編さんの基本方針」

に沿った調査・研究を適宜進めているが、その一環として『別編３ 自然編１』の編

さんの核ととなる（仮称）熊谷市史地形・地質専門部会を、この度編成した。

このような中、大綱に定めた「刊行計画」及び「年次計画」の一部変更が必要とな

った。

当該専門部会の第１回の会議が開催され、担当する『別編３ 自然編１』に関する

協議が行われた。この協議において、巻の内容として、本市の自然環境に関する顕著

な特徴として、気象や気候は欠かせない事項であるとの合意形成がなされ、仮称とな

っていた本専門部会名については、「気候」を加え、地形・地質・気候専門部会とす

ることが適当であるとの結論に達した。

刊行計画では、『別編２ 自然１』の書籍名に「気候」を加え、担当専門部会名は、



「地形・地質・気候」とし、書籍の範囲・内容については、熊谷・大里・妻沼地域だ

けでなく広範に捉える必要があることから、「を中心に」の文言を加え、「気候の特性

について」の文言を加え改める。年次計画では、「熊谷市史編さん年次計画」（改定案）

表の８番を刊行計画と同様の書籍名とし、刊行年度を令和９年度から令和８年度に移

行する。この変更は、他の書籍の刊行年度との兼ね合いから、事務量が過多にならな

いよう、刊行が順調かつ着実に行われるよう検討した結果との説明がなされた。熊谷

市史編さん委員会条例第２条の規定に基づき、「熊谷市史編さん大綱の改定（熊谷市史

編さん刊行計画及び年次計画の一部変更）について」、１１月中に開催予定の熊谷市史

編さん委員会へ諮問する説明があった。（議案は原案どおり可決）

（その他）後援等承認決定した事業一覧について

教育総務課長から、９月１６日から１０月１５日の間で、計１３件を承認決定した

との報告があった。

（その他）熊谷市における学力テストについて

加藤委員から、「全国学力テスト」上位県の記事（過去問を解かせる等の対策につい

て）の提供と、熊谷市の現状について質問が出た。これに対して学校教育課長から、

熊谷市では「力を測る」のでなく、「力をつけさせていく」という考え方であり、国と

は異なる。これを日常生活に取り入れ、活用できるように授業を行っている等の説明

があった。

日程第２（議案第３１号）非公開（議案は原案どおり可決）

教育長の宣言により、令和４年１１月定例熊谷市教育委員会を閉会した。

（１２時９分 閉会）

署名 教育長 野原 晃

委 員 加藤 道子


